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論文審査の要旨 

 

気道管理は麻酔管理における重大な項目の一つである。これまで全身麻酔下

手術中に起こっているとされる気道容積の変化について、科学的に定量的に評

価した報告は見られない。そこで本研究では全身麻酔前後で気道容積を評価し、

その変化に関わる特徴を明らかにすることを目的とした。 

全身麻酔下に行われた整形外科、婦人科手術症例 281名を対象とし、音響効

果による上気道容積、超音波による前頚部組織の評価、さらに頚部周囲長測定

を麻酔前後で施行し比較検討した。その結果術後総気道容積は減少し、頚部周

囲長は増加することが示された。またこれらの変化は手術時間や輸液量と相関

し、従来から一般的に臨床の場で感じられている浮腫による影響が定量化され

た結果となった。また浮腫以外の他の要因を検討するために、サブグループ解

析として肥満、気腹、腹腔鏡手技の気道系への影響についても解析されている

が、腹臥位での胸骨甲状筋への影響以外は差がないという結果であり、これに

関しては更にサンプルサイズを大きくした検討が期待されるところである。本

研究で用いられた測定法は簡便であり、今後も臨床応用しやすく有用な検査法

と思われる。全身麻酔での浮腫形成に介入し、気道管理におけるリスクの軽減

が図れるように今後の本研究の展開に期待したい。 

 本研究により、全身麻酔後には気道容積が減少し気道管理のリスクが高まる

ことが客観的に示され、浮腫をはじめとする気道容積減少のさまざまな要因に

対する介入の必要性が明らかにされた。博士(医学)の学位に相当する有意義な

研究と評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに麻酔学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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